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ラ
ー
ト
の
旧
約
神
学
の
問
題

菅
　
沼
　
英
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
G
・
フ
ォ
ン
・
ラ
…
ト
は
「
旧
約
神
学
」
第
一
巻
を
一
九
五
七

年
に
出
版
し
た
時
、
五
十
六
歳
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授

（
一
九
四
九
年
～
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
第
二
巻
を
一

九
六
〇
年
に
出
版
し
た
。
彼
は
照
約
神
学
を
叙
述
す
る
に
当
っ

て
、
伝
統
的
な
教
義
学
的
図
式
（
神
論
、
人
聞
論
、
救
済
論
）
に

よ
ら
ず
、
む
し
ろ
、
ホ
フ
マ
ン
（
一
八
一
〇
～
一
八
七
七
年
）
の

救
済
史
的
解
釈
に
従
い
、
救
済
史
神
学
と
し
て
体
系
化
を
試
み

た
。　
フ
ォ
ン
・
ラ
…
ト
の
著
作
活
動
は
申
命
記
の
研
究
か
ら
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
、
申
命
記
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
「
六
書
の
様
式
史
的
問
題
」
（
一
九
三
八
年
）
に
お
い
て
、
ラ
ー

ト
は
六
書
の
中
心
に
救
済
史
の
要
約
と
し
て
「
歴
史
的
小
信
仰

告
白
偏
（
申
命
記
二
六
章
五
～
九
節
）
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
、

六
書
全
体
が
こ
の
「
小
信
仰
告
白
」
を
基
盤
に
し
て
形
成
さ
れ
て

い
く
過
程
を
伝
承
的
に
再
構
成
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
七
年
に
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〉

の
伝
承
史
約
研
究
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
に
即
応
し
た
「
旧
約
神
学
」

を
著
述
し
た
が
、
そ
の
際
に
も
、
「
歴
史
的
小
信
仰
告
白
」
を
「
イ

ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
的
諸
伝
承
の
神
学
」
の
基
点
と
し
、
そ
れ
を
救

済
史
の
最
古
の
叙
述
と
呼
ん
で
い
る
。

一、

堰
[
ト
の
旧
約
神
挙
の
内
容
と
問
題

　
ラ
ー
ト
の
旧
約
神
学
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
＞

第
一
巻
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
諸
伝
承
の
神
学
」

　
第
一
都
　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
ヤ
ー
ウ
ェ
信
仰
の
歴
史
と
宗

　
　
教
制
度
の
概
略

　
　
第
一
章
　
発
端
　
　
第
二
章
　
土
地
取
得
に
よ
る
危
機

　
　
第
三
章
　
王
国
形
成
に
よ
る
危
機
　
第
四
章
復
古
へ
の
努
力

　
　
第
五
章
　
捕
囚
後
の
祭
儀
集
団
の
成
立

　
　
第
六
章
　
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
聖
な
る
職
位
と
カ
リ
ス
マ

　
第
二
部
　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
諸
伝
承
の
神
学

　
　
第
一
章
　
方
法
論
的
諸
前
提

　
　
第
二
章
　
六
書
の
神
学
（
契
約
神
学
に
よ
る
正
典
的
救
済
史

　
　
　
　
の
時
代
区
分
）

　
　
第
三
章
　
ヤ
ー
ウ
ェ
の
受
手
者

　
　
第
四
章
　
ヤ
…
ウ
ェ
の
前
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

第
二
巻
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
者
諸
伝
承
の
神
学
」

　
第
一
藩
　
預
言
に
関
す
る
一
般
的
諸
考
察
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第
二
部
　
古
典
的
預
言
（
預
筆
者
に
よ
る
古
い
伝
承
の
批
判
と

　
　
　
神
の
新
し
い
救
済
行
為
の
宣
言
）

　
第
三
部
　
旧
約
と
新
約
（
予
至
論
的
解
釈
に
よ
る
旧
約
と
新
約

　
　
　
と
の
関
係
）

　
ラ
ー
ト
が
提
示
す
る
「
救
済
史
」
（
寓
亀
ω
σ
q
①
ω
。
鉱
。
匿
Φ
）
と
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
　
「
聖
書
神
学
の
立
場
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
救

済
史
を
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
今
日
の
聖
書
神
学
の

中
心
問
題
で
あ
り
、
今
日
ま
で
全
く
未
解
決
の
重
大
聞
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
偏
と
、
関
根
正
雄
先
生
は
「
救
済
史
の
理
解
に
つ

　
（
6
）
い
て
」
と
い
う
論
文
の
冒
頭
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

二
、
ラ
i
ト
の
旧
約
神
学
に
お
け
る
救
済
吏
の
問
題
性

　
ラ
ー
ト
の
旧
約
神
学
に
お
い
て
、
　
「
旧
約
神
学
は
救
済
史
に
制

限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
、
ラ
ー
ト
の
基
本
的
な
考

え
方
で
あ
る
。
　
「
イ
ス
ラ
エ
ル
史
に
関
す
る
二
つ
の
像
（
現
代
の

史
的
・
批
評
学
の
歴
史
像
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
信
仰
が
試
み
た
像
）

が
在
存
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　
一

方
は
合
理
的
・
客
観
的
で
あ
り
、
実
際
イ
ス
ラ
エ
ル
に
あ
っ
た
通

り
の
批
評
的
歴
史
像
に
従
事
す
る
。
も
う
一
方
の
像
は
信
仰
告
白

的
で
あ
る
。
史
的
研
究
は
批
評
的
に
確
証
さ
た
た
ミ
ニ
マ
ム
を
求

め
、
ケ
リ
ュ
グ
マ
慰
事
は
神
学
的
ヴ
、
キ
シ
マ
ム
へ
と
傾
斜
す
る
。

こ
の
両
様
相
の
イ
ス
ラ
エ
ル
史
が
相
互
に
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
は
、
聖
書
学
が
今
日
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）

困
難
な
重
荷
の
一
つ
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
救
済
史
（
鋤
Φ
涼
α
q
窃
。
窪
。
窯
①
）
と
史
実
（
禦
ω
8
鼠
Φ
）
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

分
離
の
問
題
に
つ
い
て
、
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
G
・
E
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ラ
イ
ト
と
ラ
ー
ト
と
の
間
に
論
争
も
な
さ
れ
た
。

　
ド
ゥ
・
ヅ
ォ
…
は
最
近
の
考
古
学
的
発
見
が
救
済
史
の
史
実
性

を
実
証
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
救
済
史
と
歴
史
（
史
実
）

と
の
一
致
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
　
「
歴
史
的
啓
示
が
歴
史
の
中

に
基
礎
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
は
本
質
的
な
こ
と

で
あ
る
。
救
済
史
が
歴
史
（
史
実
）
に
矛
盾
し
て
い
る
な
ら
ぽ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
信
仰
は
空
し
く
、
我
々
の
信
仰
も
空
し
い
」
と
述

　
　
　
（
沁
）

べ
て
い
る
。

　
ラ
ー
ト
は
「
旧
約
神
学
」
第
一
巻
の
二
版
に
お
い
て
、

　
「
ケ
リ
ュ
グ
マ
像
も
（
し
か
も
わ
れ
わ
れ
の
史
的
・
批
評
的
像

か
ら
遠
く
は
ず
れ
て
い
る
場
合
で
も
）
現
実
の
歴
史
に
基
づ
い
て

い
る
の
で
あ
り
」
と
書
き
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
史
的
イ
ス
ラ
エ

ル
の
探
求
の
妥
当
　
性
を
認
め
る
に
怠
っ
た
。

　
さ
ら
に
第
二
巻
の
凸
版
（
一
九
六
八
年
）
に
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
に
至
っ
た
。
　
「
最
後
の
分
析
に
お
い
て
、
二
つ
の
見
解
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
結
合
、
実
に
一
致
の
あ
る
こ
と
を
、
我
々
は
確
儒
し
て
い
る
。
」
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三
、
救
済
史
籔
述
の
多
様
性
の
問
題

　
ラ
…
ト
は
六
書
の
神
学
を
「
正
典
的
救
済
史
」
と
呼
び
、
　
「
族

．
長
か
ら
カ
ナ
ン
移
住
に
至
る
正
血
ハ
的
救
済
史
」
　
（
一
七
四
頁
）
、

「
族
長
で
始
ま
り
土
地
取
得
で
終
わ
る
救
済
史
」
（
一
〇
五
）
と
表

現
し
て
い
る
。

　
ラ
ー
ト
は
イ
ス
ラ
エ
ル
臼
身
が
自
己
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る

（
閃
養
護
『
昌
σ
q
）
諸
伝
承
の
中
に
救
済
史
を
見
る
た
め
に
、
¶
六
轡
の

正
典
約
救
済
史
」
と
か
、
申
斜
照
的
史
家
の
救
済
史
叙
述
、
歴
代

志
家
の
救
済
史
叙
述
と
、
数
多
．
く
の
救
済
史
諸
伝
承
を
見
解
す
こ

と
に
な
り
、
そ
の
間
に
「
割
れ
摂
」
が
存
在
す
る
と
言
わ
ね
ぽ
な

ら
な
い
。
　
「
救
済
史
の
中
に
割
れ
阻
（
町
舞
｝
ハ
）
が
あ
る
こ
と
は

う
ー
ト
の
旧
約
神
学
の
最
も
注
意
す
べ
き
特
色
で
あ
る
」
と
ポ
i

　
　
（
1
2
）

チ
ャ
ス
は
指
摘
す
る
。
ラ
；
ト
は
捕
囚
に
つ
い
て
、
　
「
捕
猟
は
救

済
史
を
失
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
」
（
邦
訳
一
七
嗣
頁
）
と
か
、
「
紀

元
前
七
二
一
年
と
五
八
七
年
の
大
破
局
に
お
け
る
救
済
史
の
終

焉
」
（
邦
訳
四
五
三
頁
）
と
述
べ
て
、
そ
れ
ら
を
救
済
史
の
枠
外

に
お
い
て
い
る
。

四
、
救
済
吏
と
知
恵
文
学

ラ
ー
ト
は
救
済
史
と
知
恵
文
学
の
関
連
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
コ
ヘ
レ
ト
は
完
全
に
非
歴
史
的
に
思
考
す
る
。

彼
に
お
い
て
は
知
恵
は
イ
ス
ラ
ニ
ル
の
古
い
救
済
史
的
思
考
と
の

最
後
の
接
触
を
失
っ
て
し
ま
う
」
（
弗
訳
六
〇
一
頁
）
と
。
ジ
ェ
i

　
　
　
（
1
3
）

ム
ス
・
パ
ー
は
こ
の
点
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
。
「
知
恵
文
学
は

誌
篇
以
外
で
は
、
神
の
救
済
史
的
行
為
に
つ
い
て
少
し
し
か
語
っ

て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ラ
ー
ト
の
旧
約
神
学
に
お
い
て
、
救
済

史
は
旧
約
全
体
を
貫
く
統
一
体
と
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
」
と
。

　
ラ
ー
ト
の
旧
約
神
学
に
お
い
て
は
、
救
済
史
の
多
様
な
諸
伝
承

が
あ
り
、
し
か
も
救
済
史
は
旧
約
全
体
を
貫
徹
し
て
い
な
い
。

　
従
っ
て
、
旧
約
神
学
の
再
構
成
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
か

く
し
て
、
　
「
救
済
史
を
体
磁
化
す
る
こ
と
こ
そ
、
慰
書
神
学
の
課

　
　
　
（
1
0
）

題
で
あ
る
」
　
（
ド
ゥ
・
ヴ
ォ
；
）
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
は
ア
イ
ヒ
ロ
ッ
ト
の
よ
う
に
旧
約
窒
書
の
中
心
的
概
念

（
契
約
）
を
横
断
面
と
し
、
写
方
で
は
う
ー
ト
の
よ
う
に
旧
約
豊

嘉
の
伝
承
史
を
縦
断
面
と
し
て
、
両
者
の
統
合
に
お
い
て
旧
約
神

詣
を
冨
構
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
…
語
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

註ω
　
（
8
跨
p
a
く
書
知
9
。
（
圃
（
一
九
◎
二
年
～
一
九
七
一
年
十
月
遡
十
一
日
）

鋤
　
σ
霧
O
o
簿
①
。
・
＜
o
節
圃
ヨ
O
①
¢
3
お
昌
。
営
門
ヨ
．
同
£
ρ

　
同
）
¢
黛
曾
。
目
○
ヨ
貯
ヨ
ω
蜜
（
ご
①
ジ
お
幽
メ
（
｝
田
、
質
ω
露
象
①
。
。
ヨ
O
①
三
①
緊

　
（
き
。
巳
》
♂
お
器
）
・

nd　9．6　一一



〈9） （8｝　（7）　（6） （Jr） （4一） （3）
（13） （12）　（11） ｛10）

U
Q
。
。
露
紘
欝
ゆ
蝦
9
ζ
o
。
・
①
（
O
①
三
臼
。
影
。
諺
貯
筥
”
》
日
O
O
。
）
お
鐙
”

（
じ
弓
β
○
①
髪
勲
書
○
屋
ご
》
○
。
嵩
毒
魯
貯
蔓
嚇
O
↓
朗
6
8
y

O
⊆
。
ψ
8
壇
鑓
α
Q
窃
。
置
象
集
9
①
㌘
。
窯
Φ
巳
脅
。
。
鵠
①
鑓
8
g
駐

（
し
d
芝
＞
Z
円
相
。
。
V
巳
。
。
G
。
・

（
邦
“
訳
　
「
旧
約
聖
瀧
岡
の
様
少
ハ
史
的
研
究
」
　
一
↓
ん
論
ハ
議
ん
年
）

、
亭
8
ぎ
σ
q
置
審
ω
≧
8
岸
8
①
ω
邸
ヨ
⑩
ヨ
ω
じ
ウ
瓢
」
噛
6
α
メ
窃
8
．
○
篤

6
の
。
。
窮
ヨ
①
艮
↓
冨
。
δ
σ
q
《
〈
。
劉
H
．
お
①
鱒
）
邦
訳
「
旧
約
墾
書
神
学
」

工
、
一
九
八
○
年

目
お
。
｝
。
α
q
δ
儀
Φ
ω
≧
轡
2
6
①
ω
雷
ヨ
①
摸
。
。
し
d
鳥
●
H
圃
」
霧
O
。
（
め
↓
．
○
賦

↓
⑦
し
・
欝
謹
①
瓢
↓
ぽ
。
ざ
σ
q
団
く
。
轡
H
H
弘
霧
q
＞
●

関
根
正
雄
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
研
究
」
　
一
九
六
九
年
（
三
六
頁
）

龍
掲
醤
ゆ
↓
．
論
．
6
「
ゆ
餌
曜
U
ω
・
目
陵
■
（
邦
訳
一
五
二
～
三
頁
）

U
．
P
9
ユ
σ
Q
σ
q
。
。
博
↓
≦
。
○
匡
↓
①
。
・
簡
節
ヨ
①
葺
↓
ぽ
。
♂
α
q
弱
”
ω
○
茎

6
譲
・

¢
国
芝
ユ
σ
q
拝
震
ω
ε
曙
霧
恥
爵
の
評
三
霞
。
訂
u
穿
や
β
H
潔
ρ

署
・
邸
8
1
b
。
O
①
．

○
・
＜
。
昌
．
響
辞
匹
ω
§
団
雪
黛
ぴ
①
℃
鶏
罵
。
ぎ
評
ワ
β
お
①
γ

も
や
ト
。
H
し
。
歯
同
9

即
■
伽
Φ
＜
p
。
箋
》
8
訂
b
d
置
Φ
帥
邑
什
訂
諺
g
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